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お知らせ

　

医
療
機
能
評
価
と
は

　

国
民
が
、
適
切
で
質
の

高
い
医
療
を
、
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
医
療
を
受
け
る
立

場
か
ら
も
、
医
療
を
提
供

す
る
立
場
か
ら
も
、
等
し

く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

病
院
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
機
関
が
提
供
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
患
者
の
望
ん
で
い
る
内

容
と
質
で
提
供
さ
れ
て

い
る
か
、
医
療
機
関
で
の

日
々
の
診
療
活
動
の
な
か

で
発
生
す
る
問
題
点
を
き

ち
ん
と
改
善
で
き
て
い
る

か
、
ま
た
改
善
の
努
力
を

怠
っ
て
い
な
い
か
。

　

財
団
法
人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院

日
時

２
月
４
日（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

※
荒
天
時
は
２
月
11
日（
日
）に
延
期

受
付
時
間

午
前
８
時
40
分
〜
午
前
９
時
20
分

集
合
場
所

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
平
野
運
動
公
園
）

コ
ー
ス

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
内
周

回
コ
ー
ス

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し

て
い
る
健
康
な
人

申
込
期
日　

１
月
19
日
（
金
）
必
着

《
距
離
と
部
門
》

２
キ
ロ
コ
ー
ス

60
歳
以
上
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
老
若
男
女

可
、
小
学
３
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

２
・５
キ
ロ
コ
ー
ス

小
４
男
子
／
小
４
女
子
／
小
５
男
子

／
小
５
女
子
／
小
６
男
子
／
小
６
女

子
／
中
１
男
子
／
中
１
女
子
／
中
２

男
子
／
中
２
女
子
／
中
３
男
子
／
中

３
女
子
／
一
般
男
子
／
高
校
女
子
／

一
般
男
子（
40
歳
以
上
）／
一
般
女
子

４
・５
キ
ロ
コ
ー
ス

高
校
男
子
／
一
般
男
子
／
一
般
男
子

（
40
歳
以
上
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
内

大
洲
市
体
育
協
会

☎
㉔
１
７
３
４
（
直
通
）

【
第
18
回
特
別
給
付
金
ま
た
は
第
20

回
特
別
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い
た

戦
傷
病
者
の
妻
の
場
合
】
次
の
い
ず

れ
か
の
制
度
の
対
象
で
す
。

○
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
「
継
続
支
給
」

・
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
18
年
10

月
１
日
に
増
加
恩
給
・
傷
病
年
金
・

特
例
傷
病
恩
給
・
傷
害
年
金
等
を
受

け
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給

し
ま
す
。

・
額
面
１
０
０
万
円
〜
60
万
円
（
重

傷
者
〜
軽
症
者
）
10
年
償
還
の
国
債

○
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
特
例
支
給

・
戦
傷
病
者
の
方
が
平
成
８
年
10
月

１
日（
ま
た
は
平
成
５
年
４
月
１
日
）

以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、一
般
の
け
が
や
病
気
で
死
亡（
平

病
死
）
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
妻
に

支
給
し
ま
す
。

・
額
面
５
万
円　

５
年
償
還
の
国
債

○
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
支
給

・
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
８
年
10

月
１
日
（
ま
た
は
平
成
５
年
４
月
１

日
）
以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
公
務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷

病
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
妻

に
支
給
し
ま
す
。

・
額
面
２
０
０
万
円
〜
60
万
円
10
年

償
還
の
国
債

【
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
ら
れ

た
場
合
】

○
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病

者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、

特
例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
等
の
受

給
権
を
取
得
し
た
場
合
に
、
そ
の
妻

に
支
給
し
ま
す
。

・
額
面
30
万
円
（
軽
症
者
15
万
円
）

10
年
償
還
の
国
債

○
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
の
間
に
、
戦
傷
病
者
と

し
て
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特
例

傷
病
恩
給
、
傷
害
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
戦
傷
病
者
の
方
と
婚
姻
を
し

た
妻
に
支
給
し
ま
す
。

・
額
面
30
万
円
（
軽
症
者
15
万
円
）

10
年
償
還
の
国
債

【
請
求
期
限
】

　

平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

【
受
付
窓
口
】

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
７
７
）

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課☎

52
１
１
１
１

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課☎

34
２
３
４
０

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課☎

39
２
１
１
１

機
能
評
価
と
は
、
こ
う
し
た
病
院
の

現
状
と
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、

第
三
者
に
よ
る
評
価
を
行
い
、
改
善

が
認
め
ら
れ
る
病
院
に
対
し
て
認
定

証
が
発
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

１　

 

病
院
組
織
の
運
営
と
地
域
に
お

け
る
役
割

２　

患
者
の
権
利
と
安
全
の
確
保

３　

病
養
環
境
と
患
者
サ
ー
ビ
ス

４　

診
療
の
質
の
確
保

５　

看
護
の
適
切
な
提
供

６　

病
院
経
営
管
理
の
合
理
性

な
ど
あ
ら
ゆ
る
サ
イ
ド
か
ら
５
７
０

項
目
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
認
定
に
ふ
さ
わ
し
い
病
院
で

あ
り
続
け
る
た
め
、
患
者
様
が
安
心

し
て
質
の
高
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第第
2424
回
大
洲
市

回
大
洲
市

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

〜
家
族
で
、
仲
間
で
、
参
加
者
募
集
！
〜

〜
家
族
で
、
仲
間
で
、
参
加
者
募
集
！
〜

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

市
立
大
洲
病
院

市
立
大
洲
病
院

医
療
機
能
評
価
Ver.　

を
取
得
（
認
定
）
し
ま
し
た
！

4.0

認
定
期
間　

２
０
０
６
年

認
定
期
間　

２
０
０
６
年
1010
月月
1616
日
〜
２
０
１
１
年

日
〜
２
０
１
１
年
1010
月月
1515
日日



9

 広報　　　　　－おおず－ 2007　1月号

大洲市行政改革のお知らせ
　

昨
年
度
策
定
い
た
し
ま
し
た
大
洲

市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、Ｐ
（
計
画
）

Ｄ
（
実
行
）
Ｃ
（
検
証
）
Ａ
（
改
善
）

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
毎
年
度
見

直
し
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
実
績
は
、「
広
報

11
月
号
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
、
現
在
、
市
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
本
庁
・
各
支
所
の
窓
口

に
お
い
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
の
実
績
・
今
年

度
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
を
踏
ま
え
て
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
素
案
（
平
成
18
年
度

見
直
し
版
）
を
策
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
こ
の
見
直
し
の
素
案
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

次
の
方
法
で
ご
意
見
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

● 

意
見
募
集
期
間　

平
成
18
年
12
月

末
か
ら
平
成
19
年
１
月
末
日
予
定

● 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
素
案
（
平
成

18
年
度
見
直
し
版
）
の
入
手
方
法

・
大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

・ 

大
洲
市
役
所
本
庁
（
行
政
改
革
推

進
課
）、
長
浜
、
肱
川
、
河
辺
支

所
窓
口
（
閲
覧
用
・
配
布
用
）

◆　

意
見
の
提
出
方
法

・ 

郵
送
に
よ
る
意
見
提
出

　

 （
〒
７
９
５
│

８
６
０
１　

大
洲

６
９
０
│

１　

行
政
改
革
推
進
課

宛
）

・ 
Ｅ
メ
ー
ル
（
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
で
き
ま
す
）

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
意
見
提
出
（
フ
ァ

ク
ス
番
号　

㉔
２
２
２
８
）

・ 

市
民
ポ
ス
ト
に
よ
る
意
見
提
出

（
市
役
所
、
各
支
所
、
旧
大
洲
市

内
の
公
民
館
等
の
窓
口
設
置
）

＊
ご
意
見
提
出
の
際
に
は
、
住
所
・

氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
行
政
改
革
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
行
政
改
革
の
お
知
ら
せ

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
〜

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
〜

　

工
事
で
伐
採
し
た
竹
木
を
地
域
住
民
の
皆
様
に
有
効
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
、一
定
期
間
峠
橋
上
流
の
高

水
敷
き
に
仮
置
き
し
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
下
記
期
日
に
自
由
に

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、積
み
込
み
、運
搬
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、積
み
込

み
・
運
搬
時
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
で
は
責
任
を
持
ち
ま

せ
ん
。ま
た
、札
付
け
等
に
よ
る
予
約
・
と
り
お
き
等
の
対
応
は
致
し
ま

せ
ん
の
で
、必
要
な
伐
採
竹
木
を
そ
の
都
度
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

現在～平成19年2月下旬までの土・日曜日（午前8時～午後５時）

大洲市春賀　愛媛クミアイ食肉センター前河川敷（峠橋上流側の高水敷）

国土交通省　大洲河川国道事務所　肱川出張所　☎25-4649

●開 放 期 間　：

●仮 置 場 所　：

●問い合わせ先　：
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税源移譲①

あなたの所得税・住民税が変わります。
平成19年から

ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、そのぶん6月分から住民税が増えることになり
ます。しかし、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。

所得税  平成19年1月分から適用   4段階の税率を、

住民税  平成19年6月分から適用   3段階の税率から、一律10%に

※夫婦＋子供2人の場合、子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください。（詳しくは左のページをご覧ください）

モデルケース

 「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「※三位一体改革」が実現します。その柱といえ
るのが、今回の「税源移譲（ぜいげんいじょう）」。税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、
国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。およそ3兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

 税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようになります。これにより、住民はより身近で、よりよい行政サービス
を受けられるようになります。

税源移譲前

124,000円

258,000円 163,000円

188,500
421,000
781,000

何が変わるの

 どう変わるの？

●平成19年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。

税源移譲による負担変動（年額）

160,500円

126,500円

260,500円

188,500
421,000

376,500円 781,000

0
0
0

負担

夫婦+子供2人の場合
税源移譲前

119,000円

9,000円 9,000
195,000
459,000

9,000円

135,500円

9,000
195,000

165,500円 459,000

0
0
0

負担

（都道府県民税4％・市区町村民税6％）

（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

※三位一体改革 ①国庫補助金の削減（国が関与するお金を減らす。）
②地方交付税の見直し（地域間格差を是正するための国からの交付金を再検討する。）
③税源移譲（税源を国税から地方税に移して、地方が自由に使えるお金を増やす。）



11

 広報　　　　　－おおず－ 2007　1月号

税源移譲②

 平成11年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を
踏まえて廃止されます。（所得税は平成19年1月分、住民税は平成19年6月分から）

所得税：平成18年1月分から
  税額の10%相当額を減額（12.5万円を限度）
住民税：平成18年6月分から
  税額の7.5%相当額を減額（2万円を限度）

経過措置として
平成18年度は税額の3分の2を
平成19年度は税額の3分の1を
平成20年度以降は、全額負担

※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。

※子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。  ※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

所得税：平成19年1月分から廃

住民税：平成19年6月分から廃

 平成17年1月1日現在、65歳以上の方（昭和15年1月2日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125万円以下
の方は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が
平成18年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置
がとられています。

●定率減税が廃止されます。

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。

モデルケース 70歳独身・年金収入200万円（年額）

住 民 税

所 得 税  

合 計 27,840
定率減税 △6,960円

住 民 税  37,300円
住民税 △

所 得 税  

合 計 42,266

平成18年度

住 民 税  19,900円

所 得 税  

合 計 37,453
（税額 27,800円） （税額 42,200円）（税額 37,400円）

定率減税 △

定率減税 △

平成19年度

モデルケース 夫婦＋子供2人・給与収入700万円（年額）

住 民 税  

所 得 税  165,500円

合 計 459,000

住 民 税  

所 得 税  

合 計 418,000
定率減税 △26,300円

定率減税 △14,700円

125万円以下の方

平成17年度

（住民税－定率減税） △12,267円

◎税源移譲以外の主な変

×3
2

× 3
1

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。

各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます。

〔問い合わせ先〕市役所税務課市民税係☎24-2111（内線129、130、131）




